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一
、
日
興
写
本
『
一
代
五
時
鶏
図
』

　

最
初
に
当
文
書
の
伝
来
お
よ
び
書
誌
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。
現
存
す
る
当

文
書
の
箱
書
に
「
御
真
筆
一
代
五
時
之
鶏
図
」、
ま
た
同
寺
十
五
世
日
侃

（
一
五
二
五
〜
一
六
〇
一
）
の
「
日
興
相
伝
之
大
事
写
」（『
妙
本
寺
文
書）

1
（

』

一
九
二
、一
九
三
号
）
に
「
一
代
五
時
系
図
〈
御
真
筆
也
〉」
と
あ
る
か
ら
、
少

な
く
と
も
戦
国
期
に
は
、当
文
書
を
日
蓮
真
蹟
と
伝
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

当
文
書
の
全
体
を
見
わ
た
す
と
、
文
字
が
継
目
を
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
日

興
は
料
紙
（
楮
紙
、
十
二
枚
）
を
つ
な
い
だ
上
で
書
写
し
た
こ
と
が
炳
焉
で
、

各
紙
の
裏
に
は
「
一
」
か
ら
「
十
二
」
の
丁
付
が
あ
る
。
こ
の
丁
付
も
日
興
筆

と
思
わ
れ
、
さ
ら
に
継
目
裏
に
は
黒
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
各
紙
の
寸
法
は
次

の
と
お
り
。

　

ま
た
第
一
紙
の
裏
に
異
筆
に
て
「
以
上
十
二
丁
」、
第
十
二
紙
の
裏
に
異
筆

に
て
「
十
二
枚
ノ
ヲ
ク
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
当
文
書
は
十
二
紙
で
完
結
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
つ
留
意
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
当
文
書
の
底
本
と
考
え

ら
れ
る
西
山
本
門
寺
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）
所
蔵
本
『
一
代
五
時
鶏
図
』（
以

下
「
西
山
本
」
と
略
称
す
）
の
裏
に
は
、
日
蓮
筆
に
て
摂
折
論
に
関
す
る
要
文

紙　寸法

１　37,2

２　46,1

３　46,1

４　46,1

５　46,0

６　46,0

７　46,2

８　46,1

９　45,8

10　46,1

11　54,1

12　52,9

【
史
料
紹
介
】

安
房
妙
本
寺
蔵　

日
興
写
本
『
一
代
五
時
鶏
図
』・
某
筆
『
王
代
記
並
八
幡
菩
薩
事
』

Ichidai-Goji-K
eizu （M

M
 of N

ikko

） and O
daiki and H

achim
an Bosatsu no koto （A

non.

） in the Collection of A
w
a-M
yohonji T

em
ple

 

佐
藤
博
信

 
SA
T
O
 H
ironobu

 

坂
井
法
曄

 
SA
K
A
I H
oyo

要
旨　

こ
こ
に
紹
介
す
る
文
書
二
点
は
、
い
ず
れ
も
安
房
妙
本
寺
（
千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町
吉
浜
）
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
た
び
所
蔵
者
の
快
諾
を
得
て
、

翻
刻
・
掲
載
の
は
こ
び
と
な
っ
た
。
文
書
の
一
つ
は
日
蓮
本
弟
子
（
六
老
僧
）
の
一
人
、
白
蓮
阿
闍
梨
日
興
（
一
二
四
六
〜
一
三
三
三
）
の
筆
写
に
よ
る
日
蓮
遺
文

『
一
代
五
時
鶏
図
』、
も
う
一
つ
は
筆
者
不
明
の
『
王
代
記
並
八
幡
菩
薩
事
』
で
あ
る
。
二
点
と
も
に
、
初
期
日
蓮
教
団
の
研
究
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
は
な
は
だ
大

き
く
、
ま
た
中
世
を
生
き
た
僧
侶
の
、
学
問
の
あ
り
か
た
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
も
あ
る
。
関
連
史
料
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
と
り
あ
げ
た
。
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（
日
蓮
筆
「
断
簡
二
五
〇
号）

2
（

」）
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
表
裏
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
寺
尾
英
智
氏
が
一
連
の
も
の
と
指

摘
し
て
お
り）

3
（

、
北
山
本
門
寺
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）
所
蔵
の
日
興
写
本
『
一
代

五
時
鶏
図
』
も
、
表
裏
を
一
連
の
文
書
と
し
て
写
し
て
い
る
か
ら
、
あ
る
い
は

当
文
書
に
も
、
十
三
紙
以
降
に
同
文
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

次
に
『
一
代
五
時
鶏
図
』
に
つ
い
て
簡
略
に
記
し
て
お
く
。
そ
も
そ
も
『
一

代
五
時
鶏
図
』
と
は
、
日
蓮
が
智
顗
の
「
五
時
八
教
判
」
に
も
と
づ
い
て
法
華

経
の
最
勝
た
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
図
顕
し
た
も
の
で
、
日
蓮
は
晩
年
に
い
た

る
ま
で
、
少
な
く
と
も
十
点
を
図
示
し
て
い
る
。
本
稿
に
て
紹
介
す
る
日
興
写

本
は
、
先
述
の
と
お
り
、
内
容
か
ら
西
山
本
『
一
代
五
時
鶏
図
』
を
底
本
と
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

西
山
本
を
日
蓮
が
図
顕
し
た
の
は
、
日
蓮
の
佐
渡
在
島
期
間
中
で
あ
る
文
永

九
年
（
一
二
七
二
）
と
推
定
さ
れ）

4
（

、
ま
た
そ
の
内
容
は
、
同
じ
く
佐
渡
在
島
中

に
著
し
た
『
開
目
抄）

5
（

』・『
八
宗
違
目
抄）

6
（

』・『
顕
謗
法
抄）

7
（

』
と
密
接
な
も
の
が
あ

る
。
当
文
書
を
書
写
し
た
日
興
は
、
日
蓮
の
佐
渡
流
罪
に
随
伴
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
西
山
本
は
随
伴
時
、
日
興
が
日
蓮
か
ら
授
け
ら
れ
、
日
興
門
流
の
本
山

で
あ
る
西
山
本
門
寺
に
伝
え
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

西
山
本
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文）

8
（

』
等
に
翻
刻
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
全
容
は
周
知
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
日
興
写
本
を
紹
介
す

る
意
義
は
次
の
点
に
あ
る
。

　

一
つ
に
は
【
図
１
】
に
示
し
た
と
お
り
、
日
興
が
日
蓮
の
真
蹟
を
臨
写
し
て

い
る
こ
と
。
日
蓮
の
真
蹟
に
つ
い
て
は
、
功
徳
院
日
通）

9
（

（
一
五
五
一
〜

一
六
〇
八
）
や
寂
照
院
日
乾）

10
（

（
一
五
六
〇
〜
一
六
三
五
）
等
に
よ
る
臨
写
本
が

の
こ
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
日
興
写
本
の
存
在
は
、
日
蓮
直
弟
の
段
階
で
、

日
蓮
真
蹟
の
臨
写
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
日
興
が
独
自
に
書
き
込
ん
だ
二
点
の
要
文
で
あ
る
。
一
点
目

は
、「
華
厳
経
」
の
傍
ら
に
『
涅
槃
経
』
十
四
「
聖
行
品
」
の
一
節
を
注
し
て

い
る
（
24
頁
参
照
）。
同
文
に
つ
い
て
は
日
蓮
の
『
注
法
華
経）

11
（

』
に
一
致
す
る

注
記
が
あ
り
、
ま
た
日
蓮
は
『
開
目
抄
』
に
同
文
を
引
い
て
「
此
等
の
経
文
を

法
華
経
の
已
今
当･

六
難
九
易
に
相
対
す
れ
は
、
月
に
星
を
な
ら
へ
、
九
山
に

須
弥
を
合
た
る
に
に
た
り
、
し
か
れ
と
も
華
厳
宗
の
澄
観
、
法
相･

三
論･

真

言
等
の
慈
恩･

嘉
祥･

弘
法
等
の
仏
眼
の
こ
と
く
な
る
人
猶
此
文
に
ま
と
へ

り）
12
（

」
と
、
法
華
経
と
華
厳
経
の
勝
劣
を
論
じ
て
お
り
、
日
興
の
注
記
も
ま
さ
に
、

両
経
の
勝
劣
を
論
じ
る
こ
と
に
意
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

二
点
目
は
『
無
量
義
経
』
説
法
品
二
の
「
四
十
余
年
未
顕
真
実
」
の
文
に
関【図１】㊨西山本（日蓮筆）　㊧日興写本
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す
る
注
記
で
、
日
興
は
こ
れ
を
「
浅
深
次
第
文
」
と
し
て
同
品
の
「
善
男
子
、

我
起
樹
王
詣
波
羅
奈
鹿
野
園
中
、
為
阿
若
拘
隣
等
五
人
転
四
諦
法
輪
、
次
説
方

等
十
二
部
経
摩
訶
般
若
華
厳
海
空
宣
説
菩
薩
歴
劫
修
行
」（
26
頁
参
照
）
の
一

文
を
加
え
て
い
る
。
当
文
は
釈
迦
が
法
華
経
已
前
に
説
い
た
種
々
の
経
典
を
列

挙
し
た
も
の
で
、
日
興
は
「
四
十
余
年
未
顕
真
実
」
の
一
文
と
当
文
と
を
勘
合

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
経
々
が
法
華
経
に
劣
る
こ
と
を
強
調
す
る
意

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
興
が
西
山
本
を
座
右
に
据
え
、
種
々
研
鑚
し
て
い
た
こ

と
が
窺
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
は
日
興
に
よ
る
西
山
本
の
写
し
が
、
こ
の
妙
本
寺

本
の
み
な
ら
ず
、
北
山
本
門
寺
・
大
石
寺
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）・
正
法
寺
（
山

梨
県
昭
和
町
）
に
も
伝
え
ら
れ
、
日
興
が
い
く
ど
と
な
く
書
写
を
重
ね
て
い
る

こ
と
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る）
13
（

。

　

な
お
、
当
文
書
に
日
興
の
書
写
し
た
こ
と
を
示
す
識
語
は
存
在
し
な
い
が
、

日
興
が
独
自
に
注
記
を
加
え
た
箇
所
は
、
日
蓮
真
蹟
の
臨
写
で
は
な
く
、
日
興

独
特
の
筆
致
で
記
さ
れ
て
お
り
、
筆
蹟
の
照
合
に
よ
り
、
全
体
を
日
興
写
本
と

判
断
し
た
【
図
２
】。

《
附
論
》
長
應
寺
（
北
海
道
幌
延
町
）
蔵
『
一
代
五
時
鶏
図
』
に
つ
い
て

　

次
に
日
興
写
本
『
一
代
五
時
鶏
図
』
に
関
す
る
史
料
と
し
て
長
應
寺
所
蔵
本

『
一
代
五
時
鶏
図
』
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
た
い
。
長
應
寺
本
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
法
華
宗
（
陣
門
流
）
教
学
部
編
『
宗
宝
霊
跡
審
議
委
員
会
会
報
』
第
一
輯

（
一
九
八
七
年
十
二
月
）
に
写
真
紹
介
さ
れ
、
ま
た
岡
元
練
城
氏
は
、
裏
書
に

よ
っ
て
、
長
應
寺
本
は
妙
本
寺
旧
蔵
文
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）
14
（

。

そ
の
表
裏
の
写
真
・
訳
文
は
次
頁
以
降
に
掲
げ
た
と
お
り
で
あ
る
（
※
写
真
提

供
・
山
上
弘
道
氏
）。

　

ま
ず
本
文
「
五
百
問
論
云
」
以
下
は
、
法
華
宗
（
陣
門
流
）
教
学
部
の
指
摘

す
る
よ
う
に
、
西
山
本
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
同
写
本
の
断
片
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
裏
書
か
ら
、
当
文
書
は
か
つ
て
「
房
州
吉
浜
村
妙
本
寺
重
宝

内
」
で
あ
っ
た
が
、「
有
子
細
」
っ
て
長
應
寺
が
「
求
得
」
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

当
文
書
を
長
應
寺
が
「
求
得
」
し
た
時
期
、
妙
本
寺
で
は
住
持
の
日
濃
が
重

宝
を
売
却
し
、
そ
の
多
く
を
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た）
15
（

。
時
期
的
に
見
て
、
お
そ

ら
く
は
当
文
書
も
、
こ
の
時
に
売
却
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
妙
本
寺
文
書

の
伝
来
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
史
料
と
い
え
よ
う
。

  

ま
た
当
文
書
が
妙
本
寺
現
存
の
日
興
写
本
『
一
代
五
時
鶏
図
』
と
同
じ
く
、

西
山
本
の
断
片
で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
当
文
書
が
妙
本
寺
旧
蔵
で
あ
る
こ

と
を
勘
合
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
当
文
書
の
底
本
は
、
妙
本
寺
現
存
の
日
興
写
本

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

【
図
２
】
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二
、
某
筆
『
王
代
記
並
八
幡
菩
薩
事
』

　

当
文
書
の
原
本
に
タ
イ
ト
ル
は
な
い
が
、
内
容
に
し
た
が
っ
て
、
仮
に
『
王

代
記
並
八
幡
菩
薩
事
』
と
題
し
て
お
い
た）
16
（

。
本
書
の
形
態
は
巻
子
本
一
巻
（
全

八
紙
＝
楮
紙
）
で
完
結
し
て
い
る
。
各
紙
の
寸
法
は
次
の
と
お
り
。

　

ま
た
継
目
裏
に
先
の
日
興
写
本
『
一
代
五
時
鶏
図
』
と
同
じ
黒
印
が
捺
さ
れ
、

異
筆
と
思
わ
れ
る
丁
付
（
一
〜
七
）
が
あ
る
。
料
紙
も
軸
装
も
、
先
の
日
興
写

本
『
一
代
五
時
鶏
図
』
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
セ
ッ
ト
で
伝
え
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

　

当
文
書
の
作
者
・
筆
者
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は
特
定
で
き

な
か
っ
た
。
た
だ
後
掲
の
と
お
り
原
文
の
左
右
に
音
訓
を
ほ
ど
こ
し
て
い
て
、

稚
児
や
沙
弥
の
初
等
教
育
に
用
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
日
興

筆
に
よ
る
同
様
の
要
文
が
北
山
本
門
寺
に
現
存
し
て
い
る
の
で）
17
（

、
当
文
書
も
あ

る
い
は
日
興
筆
か
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
即
断
は
さ
け
て
お
く
。

　

本
書
の
内
容
は
次
の
三
つ
に
大
別
で
き
る
。
最
初
に
「
神
世
十
二
代
（
天
神

七
代
・
地
神
五
代
）」
の
記
事
、
次
い
で
「
王
代
記
云
」
以
下
の
「
人
王
十
六

代
（
神
武
〜
応
神
）」
に
関
す
る
記
事
、
そ
し
て
十
六
代
の
応
神
天
皇
を
八
幡

菩
薩
と
し
、
末
尾
ま
で
八
幡
菩
薩
の
本
地
や
示
現
に
関
す
る
託
宣
、
特
に
法
華

経
と
の
関
わ
り
を
示
す
も
の
を
列
挙
す
る
。
ま
た
当
文
書
に
使
用
さ
れ
る
文
体

は
、『
日
本
書
紀
』
と
同
様
に
、
天
皇
の
動
作
に
「
タ
マ
フ
」
の
助
動
詞
を
多

く
用
い
て
い
る
。

　

右
の
中
で
、
神
世
十
二
代
・
人
王
十
六
代
に
つ
い
て
は
、
年
代
記
諸
本
と
の

照
合
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
当
然
、
こ
の
王
代
記
の
み
に
み

ら
れ
る
神
世
十
二
代
・
人
王
は
確
認
さ
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
や
は
り
当
文

書
の
特
徴
は
、
八
幡
菩
薩
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
と
い
え
る
し
、
そ
の
目
的

も
神
代
・
人
王
の
延
長
に
位
置
す
る
八
幡
菩
薩
の
、
特
に
本
地
や
法
華
経
と
の

関
わ
り
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
当
文
書
が
日
蓮
、
も
し
く
は
そ
の
門
弟
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
内
容
に
よ
っ
て
確
実
視
さ
れ
る
。

　

で
は
、
王
代
記
（
皇
代
記
）・
年
代
記
と
日
蓮
お
よ
び
そ
の
門
弟
、
そ
し
て

八
幡
菩
薩
と
の
か
か
わ
り
は
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
ず
年
代
記
で
い

え
ば
、
先
の
『
一
代
五
時
鶏
図
』
も
、
五
時
八
教
判
に
の
っ
と
っ
て
釈
迦
一
代

の
説
法
次
第
を
綴
っ
た
年
代
記
と
も
い
え
る
し
、
ま
た
日
蓮
は
『
和
漢
王
代

記）
18
（

』
と
称
さ
れ
る
書
物
を
の
こ
し
て
い
る
。『
和
漢
王
代
記
』
は
仏
教
伝
来
、

と
り
わ
け
法
華
宗
の
伝
播
を
つ
づ
り
、
ど
の
天
皇
の
代
に
仏
教
が
伝
え
ら
れ
、

展
開
し
て
い
っ
た
の
か
、
諸
宗
批
判
を
交
え
な
が
ら
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
山
口
隼
正
氏）
19
（

に
よ
る
と
、
年
代
記
に
は
天
皇
の
代
数
に
特
徴
が

あ
っ
て
、
応
神
天
皇
（
八
幡
菩
薩
）
の
母
で
あ
る
神
功
皇
后
を
十
六
代
に
入
れ
、

弘
文
天
皇
（
大
友
皇
子
）
を
除
き
、
そ
し
て
淡
路
・
仲
恭
両
天
皇
を
廃
帝
と
し

て
扱
う
と
い
う
。『
和
漢
王
代
記
』や
日
蓮
門
下
の
王
代
記
・
年
代
記
を
見
て
も
、

や
は
り
そ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
『
大
聖
人
御
筆
目
録）
20
（

』
に
よ
れ
ば
、
久
遠
寺
（
山
梨
県
身
延
町
）
に

曾
て
存
在
し
た
日
蓮
自
筆
に「
王
代
其
外
種
々
之
事
」「
日
本
佛
法
伝
来
事
」「
王

代
記
」
が
あ
っ
た
と
い
い
、
ま
た
『
身
延
山
久
遠
寺
御
霊
宝
記
録）
21
（

』
に
も
「
日

本
国
仏
法
渡
次
第
事）
22
（

」（「
表
裏
共
御
筆
」）、「
王
代
抄　

裏
御
筆
也　

十
五
紙
」

の
記
録
が
あ
る
。

紙　寸法

１　47,5

２　46,6

３　46,2

４　46,6

５　47,0

６　47,0

７　47,0

８　44,6
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さ
ら
に
日
蓮
の
法
孫
で
あ
る
日
祐
の
記
録
『
法
花
本
妙
両
寺
本
尊
聖
教
録）
23
（

』

に
「
御
書
」
と
し
て
「
皇
代
並
我
朝
仏
法
始
事
一
帖
」、
ま
た
「
外
典
」
と
し

て
「
帝
年
録
三
帖
」「
和
漢
年
代
記
六
巻
」「
唐
年
代
記
一
巻
」
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
蓮
に
王
代
記
・
年
代
記
の
収
集
・
撰
述
の
あ
っ

た
こ
と
、
門
下
諸
師
も
こ
れ
に
な
ら
っ
て
、
座
右
に
据
え
て
い
た
こ
と
が
了
解

さ
れ
る
の
で
あ
る）
24
（

。

　

次
に
日
蓮
に
お
け
る
、
王
代
記
・
年
代
記
の
収
集
目
的
を
考
え
て
み
る
と
、

お
お
よ
そ
次
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
ず
は
「
仏
法
伝
来
の
過
程
と
諸
宗

批
判
」、
次
い
で
「
国
史
研
鑚
と
説
話
活
用
」、
そ
し
て
「
八
幡
菩
薩
の
位
置
づ

け
と
百
王
思
想
」
で
あ
る
。
日
蓮
遺
文
中
、
こ
の
三
つ
は
セ
ッ
ト
で
扱
わ
れ
て

い
た
り
、
個
別
に
扱
わ
れ
て
い
た
り
す
る
が
、
初
期
に
お
け
る
活
用
例
と
し
て

は
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
撰
述
の
『
安
国
論
御
勘
由
来）
25
（

』
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

す
な
わ
ち
同
書
で
は
、
本
朝
王
代
（
神
世
十
二
代･
人
王
百
代
）
に
お
け
る
、

仏
法
の
伝
来
と
善
神
（
天
照
・
八
幡
・
山
王
・
日
枝）
26
（

）
捨
国
の
所
以
を
述
べ
る
。

中
で
日
蓮
は
、
源
頼
朝
が
惠
亮
和
尚
に
帰
し
た
清
和
天
皇
の
子
孫
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
、
後
鳥
羽
上
皇
ら
の
敗
因
は
法
然
浄
土
教
の
蔓
延
と
、
叡
山
へ
の
帰

依
が
浅
薄
で
、「
法
華
真
言
」
の
学
者
を
捨
て
置
い
た
こ
と
に
よ
る
と
指
摘
し

て
い
る
。

　
「
承
久
の
乱
」
に
お
け
る
朝
廷
の
敗
因
を
、
法
然
浄
土
教
の
蔓
延
と
し
、
叡

山
へ
の
帰
依
の
重
要
性
を
説
き
、
ま
た
「
法
華
真
言
」
を
同
列
に
論
じ
る
こ
と

な
ど
、
初
期
日
蓮
の
主
張
も
よ
く
表
れ
て
い
よ
う
。
ち
な
み
に
百
王
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
遡
っ
て
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
の
『
立
正
安
国
論）
27
（

』
に
み
え
る
。

そ
の
ほ
か
故
事
・
説
話
と
し
て
歴
代
天
皇
を
用
い
た
例
と
し
て
は
、
建
治
三
年

（
一
二
七
七
）
の
『
崇
峻
天
皇
御
書）
28
（

』
等
が
挙
げ
ら
れ
、
同
年
の
『
神
国
王
御

書）
29
（

』
に
は
、
高
木
豊
氏
も
指
摘）
30
（

す
る
よ
う
に
、「
王
代
記
」
の
使
用
目
的
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。

仏
の
加
護
と
申
、
神
の
守
護
と
申
、
い
か
な
れ
は
彼
の
安
徳
と
隠
岐
と
阿

波･

佐
渡
等
の
王
は
相
伝
の
所
従
等
に
せ
め
ら
れ
て
、
或
は
殺
れ
、
或
は

島
に
放
、
或
は
鬼
と
な
り
、
或
は
大
地
獄
に
は
堕
給
し
そ
…
（
中
略
）
…

日
蓮
此
事
を
疑
し
ゆ
へ
に
、
幼
少
の
比
よ
り
随
分
に
顕
蜜
二
道
並
に
諸
宗

一
切
経
を
或
は
人
に
な
ら
い
、
或
は
我
と
開
見
し
、
勘
へ
見
て
候
、

右
の
よ
う
に
日
蓮
は
、
安
徳
天
皇
が
海
中
に
没
し
た
こ
と
や
、
後
鳥
羽
上
皇
等

の
敗
因
を
追
求
し
て
い
る
。
こ
の
『
神
国
王
御
書
』
で
は
、
十
六
代
応
神
天
皇

を
「
今
の
八
幡
大
菩
薩
な
り
」
と
記
し
た
あ
と
、
歴
代
天
皇
の
記
事
は
、
仏
法

伝
来
時
の
三
十
代
欽
明
天
皇
ま
で
跳
ん
で
お
り
、
ま
た
円
珍
の
入
唐
し
た
時
の

五
十
五
代
文
徳
天
皇
の
記
事
か
ら
、
海
中
に
没
し
た
安
徳
天
皇
に
い
た
る
ま
で

が
中
略
さ
れ
て
い
て
、
日
蓮
が
関
心
を
寄
せ
た
歴
代
天
皇
を
看
取
で
き
る
。

  

そ
し
て
『
王
代
記
並
八
幡
菩
薩
事
』
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る

の
が
、『
智
妙
房
御
返
事）
31
（

』・『
諫
暁
八
幡
抄）
32
（

』
等
、
日
蓮
が
晩
年
に
著
し
た
書

物
で
あ
る
。
両
遺
文
は
い
ず
れ
も
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
に
撰
述
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
同
年
の
鶴
岡
八
幡
宮
寺
炎
上
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
が
、
日
蓮
に

お
け
る
八
幡
菩
薩
の
位
置
づ
け
を
端
的
に
い
う
と
、
本
地
は
す
な
わ
ち
釈
迦
で

あ
り
、
垂
迹
が
応
神
天
皇
＝
八
幡
菩
薩）
33
（

で
あ
り
、
ま
た
八
幡
菩
薩
は
正
直
の
頭

を
栖
と
し
百
王
を
守
護
す
る
、
そ
し
て
法
華
経
・
日
本
国
の
守
護
神
で
あ
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
位
置
づ
け
は
『
法
門
可
被
申
様
之
事）
34
（

』
等
、

初
期
の
段
階
か
ら
散
見
さ
れ
る
。

　

ま
た
日
蓮
は
八
幡
菩
薩
の
本
地
を
釈
迦
と
す
る
根
拠
の
一
つ
に
、
大
隅
八
幡

宮
の
石
文
を
あ
げ
る
。
こ
の
石
文
は
後
掲
の
と
お
り
『
王
代
記
並
八
幡
菩
薩
事
』

に
も
引
か
れ
て
い
る
が
、
日
蓮
は
『
智
妙
房
御
返
事
』
に
て
、
応
神
天
皇
の
出
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生
・
入
滅
が
釈
迦
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
も
根
拠
と
し
て
い
る
。
ま
た
日

蓮
が
、
八
幡
菩
薩
＝
釈
迦
を
強
調
し
た
の
は
、
こ
れ
も
『
智
妙
房
御
返
事
』
等

に
説
か
れ
て
い
る
と
お
り
、
当
時
の
人
々
が
八
幡
菩
薩
の
本
地
を
阿
弥
陀
仏
と

し
、
仏
滅
日
も
阿
弥
陀
仏
の
日
と
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
た
め
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
よ
う）
35
（

。

　

お
そ
ら
く
『
王
代
記
並
八
幡
菩
薩
事
』
も
、
八
幡
菩
薩
の
本
地
等
に
関
す
る

情
報
を
こ
こ
に
集
積
し
、
こ
の
末
法
・
娑
婆
世
界
に
有
縁
の
仏
は
阿
弥
陀
で
は

な
く
、
釈
迦
で
あ
る
こ
と
を
、
稚
児
や
沙
弥
に
修
学
さ
せ
る
目
的
で
作
成
さ
れ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
、
当
文
書
で
特
徴
的
な
記
事
と
し
て
は
、
偽
経
た
る
『
悲
華
経
』
を
引

い
て
「
五
百
大
願
」
を
綴
っ
て
い
る
こ
と）
36
（

、
ま
た
「
本
地
釈
迦
如
来
の
託
宣
に

云
わ
く
」（
41
頁
）以
下
の
文
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
こ
で
は『
法
華
経
』

の
「
正
直
捨
方
便
但
説
無
上
道
」、『
無
量
義
経
』
の
「
無
量
無
辺
不
可
思
議
阿

僧
祇
」
を
釈
迦
の
託
宣
と
し
、
本
地
の
釈
迦
が
正
直
に
方
便
を
捨
て
る
ゆ
え
に
、

垂
迹
の
八
幡
菩
薩
も
方
便
を
捨
て
る
と
説
き
、
こ
れ
を
八
幡
菩
薩
が
正
直
の
頂

を
栖
と
す
る
と
い
う
託
宣
の
典
拠
と
み
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
解
釈
・
用
例
が
他
に
も
あ
る
の
か
ど
う
か
、
い
ま
の
と
こ
ろ
管
見

に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
ま
ず
は
こ
こ
に
、
そ
の
全
文
を
翻
刻
し
て
ひ
ろ
く
紹

介
し
、
諸
賢
の
ご
示
教
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

　

最
後
に
、
本
稿
に
て
紹
介
し
た
日
興
写
本
『
一
代
五
時
鶏
図
』・
某
筆
『
王

代
記
並
八
幡
菩
薩
事
』
の
翻
刻
・
掲
載
に
あ
た
り
、
大
本
山
妙
本
寺
貫
主
・
鎌

倉
日
誠
師
の
、
長
應
寺
所
蔵
本
『
一
代
五
時
鶏
図
』
の
写
真
掲
載
に
あ
た
り
、

長
應
寺
住
持
・
藤
岡
妙
英
師
の
ご
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
妙
本
寺
調
査
に

際
し
、
山
上
弘
道
・
菅
原
関
道
・
渡
辺
泰
雄
各
氏
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

と
も
ど
も
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

註（1
） 

財
団
法
人
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
編
『
千
葉
県
の
歴
史　

資
料
編　

中
世
３
（
県
内

文
書
２
）』（
千
葉
県
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）
に
収
録
。

（
２
）『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』（
以
下
『
定
本
遺
文
』
と
略
称
）
二
九
五
五
頁
。

（
3
） 

寺
尾
英
智
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
形
態
と
伝
来
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
三
月
）

一
九
〇
頁
。

（
4
） 『
一
代
五
時
鶏
図
』
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
坂
井
法
曄
「
日
興
写
本
『
一
代
五
時
鶏
図
』

を
め
ぐ
っ
て
」（『
興
風
』
一
四
号
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）
に
て
先
行
研
究
を
含
め

考
察
し
た
。ま
た
山
上
弘
道『
日
蓮
の
諸
宗
批
判
』（
本
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
一
年
一
〇
月
）
二
三
四
頁
に
詳
論
が
あ
る
。

（
5
）『
定
本
遺
文
』
五
三
五
頁
。

（
6
）
同
前
、
五
二
五
頁
。

（
7
）
同
前
、
二
四
七
頁
。
前
掲
註
（
4
）
山
上
著
書
、
二
三
五
頁
参
照
。

（
8
）『
定
本
遺
文
』
二
三
三
三
頁
。『
日
蓮
大
聖
人
御
眞
蹟
対
照
録
』
上
六
二
七
頁
等
。

（
9
） 

日
通
の
模
写
本
に
つ
い
て
は
、
本
法
寺
文
書
編
纂
会
『
本
法
寺
文
書
二
』（
大
塚
工

藝
社
、
一
九
八
九
年
五
月
）
に
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
10
） 

日
乾
の
模
写
本
に
つ
い
て
は
、
寺
尾
英
智
「
日
蓮
『
一
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
蹟

曾
存
本
―
京
都
本
満
寺
所
蔵
の
日
乾
筆
真
蹟
臨
写
本
に
つ
い
て
―
」（『
身
延
論
叢
』

三
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）、
都
守
基
一
「
解
題
―
本
満
寺
の
歴
史
と
宝
物
―
」（
立

正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
本
満
寺
宝
物
目
録
』
本
山
本
満
寺
、
二
〇
一
〇
年
五

月
）
等
を
参
照
。

（
11
） 

山
中
喜
八
編
著
『
定
本
注
法
華
経
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
〇
年
三
月
）
上
三
〇
一
頁
。

日
蓮
は
当
文
を
法
師
品
に
説
か
れ
る
「
高
原
穿
鑿
の
譬
」
の
箇
所
に
注
記
し
て
お
り
、

や
は
り
説
経
の
次
第
を
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
12
）『
定
本
遺
文
』
五
八
八
頁
。

（
13
）
前
掲
註
（
4
）
坂
井
論
文
参
照
。

（
14
）『
本
妙
寺
教
報
』
六
九
号
（
二
〇
〇
〇
年
八
月
、
北
海
道
美
幌
町
本
妙
寺
発
行
）。

（
15
） 

前
掲
註
（
4
）
坂
井
論
文
、
榎
木
境
道
『
富
士
門
流
の
歴
史　

重
須
篇
』（
妙
教
編

集
室
、
二
〇
〇
七
年
七
月
）
三
八
七
頁
、
佐
藤
博
信
『
安
房
妙
本
寺
日
我
一
代
記
』

（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）
一
九
五
頁
を
参
照
。
榎
木
著
書
で
は
、
妙

本
寺
文
書
と
高
橋
粛
道
編
『
西
山
本
門
寺
文
書
』（
浄
顕
寺
、
一
九
八
九
年
七
月
）

所
収
の
妙
本
寺
文
書
流
出
に
関
す
る
史
料
を
勘
合
す
べ
き
こ
と
を
促
し
て
い
る
。
ま

た
長
谷
川
信
達
氏
も
、本
件
に
つ
い
て
若
干
論
及
し
て
い
る（『
大
日
蓮
』七
四
八
号
、

二
〇
〇
八
年
六
月
）。

（
16
） 

前
掲
し
た
日
侃
の
「
日
興
相
伝
之
大
事
写
」
に
記
録
さ
れ
る
「
一
、
神
道
仏
法
辻
合

〈
御
真
筆
也
〉」
は
、
お
そ
ら
く
は
当
文
書
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

比
定
ど
お
り
で
あ
れ
ば
、
当
時
は
こ
の
書
名
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
17
） 

た
と
え
ば
、『
玄
義
集
要
文
』『
法
門
要
文
』（
い
ず
れ
も
『
日
興
上
人
全
集
』〔
興
風
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談
所
、
一
九
九
六
年
三
月
〕
に
収
録
）。
日
興
は
日
蓮
遺
文
の
真
蹟
に
も
仮
名
ル
ビ

を
ほ
ど
こ
し
、
ま
た
『
日
興
上
人
御
遺
告
事
』
に
も
「
大
聖
御
書
和
字
た
る
べ
き
こ

と
」（『
日
宗
全
』
二

二
五
四
頁
）
と
あ
っ
て
、
仮
名
を
重
視
す
る
姿
勢
が
み
え
る
。

後
年
、
妙
本
寺
十
四
世
日
我
も
『
い
ろ
は
字
』
編
さ
ん
の
目
的
に
つ
い
て
「
以
仮
名

字
引
導
於
衆
生
」
と
い
っ
て
い
る
（
前
掲
註
15
佐
藤
著
書
、
九
九
頁
参
照
）。
中
世

を
生
き
た
僧
侶
の
「
仮
名
」
へ
の
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
は
、
石
井
進
「
12

13
世
紀

の
日
本
」（『
日
本
通
史
』
七
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
一
一
月
）
を
参
照
。

（
18
）『
定
本
遺
文
』
二
三
四
三
頁
。

（
19
） 

山
口
隼
正
「『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
（
上
）」（『
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会

科
学
論
叢
』
六
四
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）。

（
20
）『
定
本
遺
文
』
二
七
四
二
頁
。

（
21
） 

同
前
、
二
七
四
五
頁
。『
身
延
山
久
遠
寺
御
霊
宝
記
録
』
は
、
寺
尾
英
智
編
『
身
延

山
資
料
叢
書
一
』（
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
に
影
印

で
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
22
） 

参
考
な
が
ら
日
蓮
の
直
弟
、
日
法
所
持
本
『
佛
法
伝
来
記
』
の
内
題
に
は
「
日
本
国

佛
法
渡
事
」
と
あ
っ
て
、
本
書
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
。『
佛
法
伝
来
記
』
つ
い

て
は
、
原
井
慈
鳳
「
日
法
聖
人
文
書
の
研
究
（
三
）」（『
桂
林
学
叢
』
一
九
号
、

二
〇
〇
五
年
三
月
）
が
研
究
史
を
ま
と
め
、
ま
た
筆
蹟
を
詳
細
に
分
析
し
、
日
法
筆

で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。『
佛
法
伝
来
記
』
も
ま
た
、
日
蓮
の
筆
蹟
を
強
く
意

識
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
点
、
日
興
写
本
『
一
代
五
時
鶏
図
』
と
軌
を
一
に

す
る
も
の
が
あ
る
。

（
23
） 『
法
花
本
妙
両
寺
本
尊
聖
教
録
』は
、『
定
本
遺
文
』、『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』（
以
下『
日

宗
全
』
と
略
記
）、『
大
日
本
史
料
』
等
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
『
県
史 

資
料
編 

中
世
５（
県
外
文
書
２･

記
録
典
籍
）』七
九
〇
頁
以
下
の
翻
刻
文
に
よ
っ
た
。

（
24
） 

日
蓮
の
門
弟
ら
に
よ
る
王
代
記
と
し
て
は
、
日
進
筆
『
日
本
佛
法
弘
通
次
第
之
事
』

（『
日
宗
全
』
一

三
三
五
頁
）・『
金
綱
集
』
雑
録
（『
日
宗
全
』
一
四

六
一
四
頁
）・

日
堯
写
本
『
雑
録
』
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
日
蓮
在
世

時
の
九
十
代
亀
山
天
皇
を
も
っ
て
「
当
今
」
と
し
て
お
り
、
日
蓮
の
門
弟
等
は
、
日

蓮
の
収
集
し
た
王
代
記
・
年
代
記
を
基
礎
史
料
と
し
、
研
鑚
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
例
か
ら
す
る
と
、『
王
代
記
並
八
幡
菩
薩
事
』
も
、

門
下
の
で
は
な
く
、
日
蓮
の
作
成
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
か
も
知
れ
な
い
。
熟
考
を

重
ね
た
い
。
日
堯
写
本
『
雑
録
』
に
つ
い
て
は
、
坂
井
法
曄
「
日
蓮
の
対
外
認
識
を

伝
え
る
新
出
資
料
」（『
金
澤
文
庫
研
究
』
三
一
一
号
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
に
全

文
を
翻
刻
・
紹
介
し
て
い
る
。

（
25
）『
定
本
遺
文
』
四
二
二
頁
。

（
26
） 

日
蓮
が
こ
こ
に
「
山
王
」「
日
枝
」
を
善
神
に
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
高
木

豊
『
鎌
倉
仏
教
史
研
究
』（
岩
波
書
店
）
二
五
五
頁
（
初
出
一
九
七
八
年
）
は
、
日

蓮
の
「
天
台
僧
と
し
て
の
残
映
」
を
読
み
と
っ
て
い
る
。

（
27
）『
定
本
遺
文
』
二
〇
九
頁
。

（
28
）
同
前
、
一
三
九
〇
頁
。

（
29
） 

同
前
、
八
七
七
頁
。
ち
な
み
に
日
蓮
は
同
遺
文
の
「
神
代
」
各
王
の
名
に
自
ら
ル
ビ

を
ふ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
檀
越
の
池
上
宗
仲
へ
あ
て
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
岡
元

練
城
『
真
蹟
対
照
現
代
語
訳
・
日
蓮
聖
人
の
御
手
紙
』〔
東
方
出
版
、
一
九
九
三
年

八
月
〕
二

二
二
七
頁
）
こ
と
か
ら
檀
越
へ
の
配
慮
と
思
わ
れ
る
が
特
徴
的
で
あ
る
。

（
30
）
高
木
豊
『
日
蓮
攷
』（
山
喜
房
佛
書
林
）
二
五
五
頁
（
初
出
一
九
八
五
年
一
二
月
）。

（
31
） 『
定
本
遺
文
』
一
八
二
六
頁
。「
智
妙
房
御
返
事
」
で
は
、
人
々
が
本
地
を
あ
や
ま
っ

て
阿
弥
陀
仏
を
崇
め
る
た
め
に
、
弘
安
三
年
に
八
幡
宮
が
炎
上
し
て
八
幡
神
は
天
へ

去
っ
た
と
記
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
『
諫
暁
八
幡
抄
』
の
記
事
と
相
違
す
る
（
山
上

弘
道
「
日
蓮
大
聖
人
の
思
想
（
六
）」〔『
興
風
』
一
六
号
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
〕）。

（
32
） 『
定
本
遺
文
』
一
八
三
一
頁
。
ま
た
日
蓮
の
真
蹟
は
伝
わ
ら
な
い
が
「
四
条
金
吾
許

御
文
」（
同
前
、
一
八
二
一
頁
）
も
関
連
の
あ
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

（
33
） 

桜
井
好
朗
「
八
幡
縁
起
の
展
開
」（
中
野
幡
能
編
『
八
幡
信
仰
』
所
収
。
雄
山
閣
出
版
、

初
出
一
九
七
八
年
）
に
よ
る
と
、
応
神
天
皇
＝
八
幡
菩
薩
説
の
初
見
は
、
弘
仁
十
二

年
（
八
二
一
）
八
月
十
五
日
付
「
官
符
」（『
東
大
寺
要
録
』
巻
四
）
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
『
宋
史
』
日
本
伝
に
「
応
神
天
皇
、
甲
辰
歳
、
始
於
百
済
得
中
国
文
字
、
今
号

八
蕃
（
幡
）
大
菩
薩
」（
石
原
道
博
編
訳
『
旧
唐
書
倭
国
日
本
伝
』〔
岩
波
文
庫
、

一
九
五
六
年
九
月
〕
一
三
六
頁
）
と
み
え
る
。

（
34
）『
定
本
遺
文
』
四
五
五
頁
。

（
35
） 

た
と
え
ば
、『
八
幡
愚
童
訓
』
や
『
東
大
寺
八
幡
験
記
』
に
も
八
幡
菩
薩
の
本
地
に

釈
迦
・
阿
弥
陀
両
説
の
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
縁
日
の
み
な
ら
ず
、
日

本
伝
来
の
仏
像
に
つ
い
て
も
釈
迦
・
阿
弥
陀
両
説
に
つ
い
て
日
蓮
は
種
々
検
討
を
加

え
て
い
る
（
前
掲
註
24
坂
井
論
文
参
照
）。

（
36
） 『
悲
華
経
』
に
つ
い
て
は
、
前
掲
し
た
『
身
延
山
久
遠
寺
御
霊
宝
記
録
』
に
「
一
、

悲
華
経
抜
書　

二
紙
」
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
金
綱
集
』
雑
録
（『
日
宗
全
』
一
四

六
一
六
頁
）
や
日
祐
『
立
正
安
国
論
私
見
聞
』（『
日
蓮
仏
教
研
究
』
二
号
、

二
〇
〇
八
年
三
月
に
翻
刻
）、
ま
た
本
行
院
日
堯
『
當
家
肝
要
文
集
』（
未
刊
）
に
は
、

『
悲
華
経
』
を
は
じ
め
『
王
代
記
並
八
幡
菩
薩
事
』
所
引
の
諸
史
料
と
重
な
る
記
事

が
多
く
見
ら
れ
る
。『
悲
華
経
』
を
引
く
偽
撰
日
蓮
遺
文
『
神
祇
門
』（『
定
本
遺
文
』

二
〇
二
六
頁
）、『
垂
迹
法
門
』（
同
前
、
二
〇
一
五
頁
）、『
一
代
五
時
継
図
』（『
定

本
遺
文
』
二
四
〇
七
頁
）
等
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。『
悲

華
経
』
に
つ
い
て
は
、
三
崎
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
年
六
月
）

五
七
六
頁
、
野
村
卓
美
「
悲
華
経
と
中
世
説
話
文
学
」（『
中
世
仏
教
説
話
論
考
』
所

収
。
和
泉
書
院
、
初
出
一
九
九
三
〜
六
年
）
等
を
参
照
。
さ
ら
に
伝
日
興
『
神
天
上

勘
文
』、
日
叶
『
百
五
十
箇
条
』
な
ど
、
富
士
門
下
へ
の
影
響
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。『
神
天
上
勘
文
』
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
常
耀
「
神
天
上
勘
文
考
」（『
大
崎

学
報
』
一
〇
七
号
、
一
九
五
七
年
一
二
月
）
を
参
照
。
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【
翻
刻
文
凡
例
】

一
、 

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
原
文
に
使
用
さ
れ
る
本
字
・
略
字
・
異
体
字
等
は
現
行
の
字
体

に
あ
ら
た
め
た
（
例　

花
ム
↓
華
厳
・
炎
↓
涅
槃
）。

一
、 
本
文
中
に
引
用
さ
れ
る
経
釈
類
の
典
拠
を
示
す
に
あ
た
り
、
引
用
書
目
は
次
の
ご
と

く
略
記
し
た
。

　
　
　

大
…
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

　
　
　

卍
…
『
卍
続
蔵
経
』

　
　
　

定
…
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』

　
　
　

注
…
『
定
本
注
法
華
経
』

　
　
　

日
…
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』

　
　
　

興
…
『
日
興
上
人
全
集
』

　
　
　

祐
…
『
立
正
安
国
論
私
見
聞
』（
日
祐
著
）

　
　
　
　
　

※ 

都
守
基
一
「
中
山
日
祐
著
『
立
正
安
国
論
私
見
聞
』
の
一
考
察
」（『
日
蓮

仏
教
研
究
』
二
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
の
翻
刻
文

　
　
　

東
…
『
東
大
寺
八
幡
験
記
』（『
続
群
書
類
従
』
三
上
）

　
　
　

八
…
『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』（
重
松
明
久
校
注
）

一
、
既
刊
書
と
本
文
の
異
同
は
示
さ
な
か
っ
た
。

一
、
重
ね
書
き
さ
れ
た
文
字
は
□
で
囲
い
、
下
の
文
字
が
読
め
る
場
合
は
傍
注
し
た
。

一
、
擦
り
消
さ
れ
た
文
字
は

で
囲
い
、
文
字
が
読
め
る
場
合
は
傍
注
し
た
。

一
、 

翻
刻
に
際
し
、
池
田
令
道
・
山
上
弘
道
・
大
黒
喜
道
の
各
氏
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ

い
た
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

日興写本『一代五時鶏図』（函・表装外観）
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人文社会科学研究　第 24 号

①大 9-385b



27

安房妙本寺蔵　日興写本『一代五時鶏図』・某筆『王代記並八幡菩薩事』（佐藤・坂井）

①大 9-386b　②大 34-232b 参照　③大 9-387a　④大 9-387b　⑤大 9-6a　⑥大 9-10a



28

人文社会科学研究　第 24 号

①大 9-31b、以下、定 585 参照　②大 34-280b　③大 33-704b　④大 33-858a



29

安房妙本寺蔵　日興写本『一代五時鶏図』・某筆『王代記並八幡菩薩事』（佐藤・坂井）
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人文社会科学研究　第 24 号

①大 9-14c　② 34-72a



31

安房妙本寺蔵　日興写本『一代五時鶏図』・某筆『王代記並八幡菩薩事』（佐藤・坂井）

①大 33-756c　②大 34-80b　③大 34-276a



32

人文社会科学研究　第 24 号

①大 34-324a　②大 33-756c　③大 33-756c



33

安房妙本寺蔵　日興写本『一代五時鶏図』・某筆『王代記並八幡菩薩事』（佐藤・坂井）

①以下、定 578 参照
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人文社会科学研究　第 24 号

①卍 100-760a、定 527 参照



35

安房妙本寺蔵　日興写本『一代五時鶏図』・某筆『王代記並八幡菩薩事』（佐藤・坂井）
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人文社会科学研究　第 24 号



37

安房妙本寺蔵　日興写本『一代五時鶏図』・某筆『王代記並八幡菩薩事』（佐藤・坂井）
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人文社会科学研究　第 24 号



39

安房妙本寺蔵　日興写本『一代五時鶏図』・某筆『王代記並八幡菩薩事』（佐藤・坂井）



40

人文社会科学研究　第 24 号

①定 1826・1848、日 14-617、興 257、祐 88、東 235 参照　②東 236・251、八 478　③東 243



41

安房妙本寺蔵　日興写本『一代五時鶏図』・某筆『王代記並八幡菩薩事』（佐藤・坂井）

①大 9-43b　②大 9-42b　③大 9-42c　④大 33-811a　⑤大 33-766a
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人文社会科学研究　第 24 号

①大 9-387a　②定 1848・祐 88・東 244 参照　③日 14-616・興 256・祐 88 参照


